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剣
　
例
　
研
　
究

七
二

（
八
五
二
）

〔
民
事
訴
訟
法
　
六
〕

訴
訟
行
爲
の
無
効
を
主
張
し
え
な
い
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
選
羅
譲
顯
譲
難
翻
緻
講
蓑
）

　
【
判
決
要
旨
】
　
訴
訟
手
績
が
必
要
的
共
同
訴
訟
人
の
一
人
の
死
亡
に
よ
り
中

断
し
た
場
合
、
右
死
亡
者
に
つ
い
て
受
纏
手
績
を
な
す
べ
き
者
が
他
の
共
同
訴

訟
人
の
中
に
在
り
な
が
ら
何
等
そ
の
手
績
を
と
ら
な
い
ま
ま
に
控
訴
申
立
を
始

め
控
訴
審
に
お
け
る
一
切
の
訴
訟
行
爲
を
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
共
同
訴
訟

人
ら
は
上
告
審
に
お
い
て
そ
の
訴
訟
行
爲
の
無
効
を
主
張
し
え
な
い
。

　
【
参
照
條
交
】
民
訴
法
六
〇
、
二
〇
八
、
二
一
三
條

　
【
事
實
及
上
告
理
由
】
　
原
告
李
田
キ
、
・
・
ヨ
の
先
代
明
は
昭
和
］
二
年
四
月
二

日
本
件
建
物
を
被
告
角
造
を
除
く
被
告
等
の
先
代
佐
々
木
百
右
衛
門
よ
り
購
入

し
た
が
、
所
有
槽
移
轄
登
記
は
事
情
あ
つ
て
し
な
か
つ
た
。
昭
和
二
〇
年
九
月

二
〇
日
明
は
死
亡
キ
ミ
ヨ
が
家
督
相
績
。
昭
和
二
二
年
九
月
一
二
日
百
右
衛
門

が
死
亡
、
竹
内
マ
ス
エ
、
佐
々
木
須
美
子
、
佐
々
木
ス
エ
ノ
（
百
右
衛
門
妻
）
、

佐
々
木
正
明
、
佐
々
木
ミ
サ
コ
、
中
田
マ
サ
カ
が
相
績
。
ス
エ
ノ
等
相
績
人
は

前
記
費
買
契
約
に
基
づ
く
所
有
権
移
韓
登
記
の
請
求
を
冤
れ
る
目
的
で
、
被
告

後
藤
角
造
と
通
謀
の
上
、
昭
和
二
三
年
九
月
一
日
、
本
件
建
物
に
つ
き
角
造
の

た
め
に
贈
興
に
基
づ
く
所
有
灌
移
鱒
登
記
を
完
う
し
た
。
原
告
キ
ミ
ヨ
は
角
造

に
封
し
、
贈
與
契
約
無
効
確
認
と
贈
與
を
原
因
と
す
る
所
有
権
取
得
登
記
の
抹

消
登
記
手
績
と
を
訴
求
、
ス
エ
ノ
等
相
績
人
に
封
し
本
件
建
物
に
つ
き
費
買
に

基
づ
く
所
有
権
移
韓
登
記
手
績
を
訴
求
し
た
。

　
第
一
審
福
岡
地
裁
は
、
右
贈
與
は
法
律
上
無
効
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
所

有
灌
移
輔
登
記
も
無
効
原
因
の
登
記
で
あ
る
と
し
、
原
告
キ
、
・
・
ヨ
が
、
自
己
の

所
有
権
移
輔
登
記
請
求
灌
に
基
づ
き
そ
の
保
全
の
爲
に
被
告
ス
エ
ノ
等
の
右
贈

與
の
無
効
を
主
張
す
る
権
利
を
代
位
行
使
し
、
角
造
に
封
し
贈
與
の
無
効
を
主

張
し
て
角
造
が
取
得
し
た
本
件
不
動
産
の
所
有
灌
を
ス
エ
ノ
等
に
返
選
さ
せ
る

た
め
に
當
該
無
効
原
因
の
所
有
灌
取
得
登
記
の
抹
滑
を
求
め
る
こ
と
及
び
被
告

ス
エ
ノ
等
に
封
し
て
本
件
不
動
産
に
つ
い
て
前
記
費
買
を
原
因
と
す
る
所
有
権

移
韓
登
記
を
求
め
る
こ
と
を
認
め
、
原
告
キ
ミ
ヨ
の
講
求
を
認
容
し
た
。
第
一

審
到
決
は
、
昭
和
二
四
年
一
二
月
一
九
日
に
言
渡
さ
れ
た
が
ミ
サ
コ
は
こ
れ
に

先
だ
つ
同
年
同
月
五
日
に
死
亡
し
右
判
決
は
訴
訟
代
理
人
に
邊
達
さ
れ
た
。
第

一
審
訴
訟
代
理
人
は
ミ
サ
コ
を
も
含
め
た
第
一
審
全
被
告
七
名
の
訴
訟
代
理
人

と
し
て
新
た
に
受
任
し
、
昭
和
二
四
年
一
二
月
二
六
日
擦
訴
申
立
を
し
た
。
控



訴
審
福
岡
高
裁
は
第
一
審
判
決
を
全
面
的
に
支
持
し
控
訴
棄
却
。
控
訴
人
ス
エ

ノ
等
は
上
告
。

　
上
告
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
本
件
は
右
七
名
の
第
一
審
被
告
に
つ
き

固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
。
し
か
し
、
・
・
サ
コ
は
死
亡
、
死
亡
後
に
言
渡
さ

れ
た
到
決
が
ミ
サ
コ
の
訴
訟
代
理
人
に
邊
達
さ
れ
た
時
に
訴
訟
は
中
蜥
す
る
。

こ
の
中
漸
は
右
第
一
審
全
被
告
に
封
し
効
力
を
生
じ
る
。
し
か
る
に
第
二
審
の

控
訴
人
代
理
人
は
ミ
サ
コ
に
封
す
る
受
縫
手
績
も
せ
ず
第
一
審
全
被
告
七
名
の

訴
訟
代
理
人
と
し
て
擦
訴
の
申
立
を
し
た
。
從
つ
て
、
・
・
サ
コ
名
義
の
訴
訟
委
任

及
び
そ
の
擦
訴
の
申
立
は
無
効
で
あ
り
、
そ
の
他
の
擦
訴
人
の
代
理
人
と
し
て

の
訴
訟
行
爲
並
び
に
こ
れ
に
封
す
る
被
擦
訴
人
の
訴
訟
行
爲
は
す
べ
て
中
闘
中

の
訴
訟
行
爲
で
あ
り
無
効
で
あ
る
、
無
効
な
訴
訟
行
爲
に
基
づ
き
審
理
さ
れ
た

結
果
云
渡
さ
れ
た
第
二
審
到
決
は
違
法
で
あ
る
。
第
二
に
、
第
一
審
被
告
全
員

が
本
件
建
物
の
費
買
の
事
實
を
知
つ
て
い
た
こ
と
の
謹
族
は
な
く
、
本
件
の
全

護
擁
を
以
て
し
て
も
本
件
贈
與
が
虚
爲
の
意
思
表
示
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
ず
、
か
り
に
全
被
告
が
悪
意
で
あ
つ
た
と
し
て
も
そ
れ
だ
か
ら
と
い

つ
て
本
件
の
贈
與
が
通
謀
の
虚
爲
表
示
で
あ
る
こ
と
の
理
由
に
な
ら
な
い
か

ら
、
原
到
決
は
謹
擦
に
よ
ら
な
い
で
事
實
を
認
定
し
た
蓮
法
が
あ
る
と
と
も
に

法
令
（
民
法
九
四
・
一
七
七
條
）
の
解
繹
を
誤
つ
た
蓮
法
が
あ
る
。

　
【
判
決
理
由
】
上
告
理
由
の
第
一
黙
に
つ
い
て
。
訴
訟
手
績
が
必
要
的
共
同

訴
訟
人
の
一
人
の
死
亡
に
よ
り
中
臨
し
た
場
合
、
中
断
中
に
他
の
共
同
訴
訟
人

　
　
　
　
剣
　
例
　
碑
　
究

に
よ
り
な
さ
れ
た
擦
訴
申
立
そ
の
他
の
訴
訟
行
爲
は
無
効
で
あ
る
。
し
か
し
右

死
亡
者
に
つ
き
受
縫
手
績
を
な
す
べ
き
者
が
他
の
共
同
訴
訟
人
の
中
に
あ
り
な

が
ら
何
ら
受
縷
に
つ
い
て
の
手
綾
を
と
ら
ず
に
控
訴
申
立
他
擦
訴
審
に
お
け
る

一
切
の
訴
訟
行
爲
を
な
し
た
場
合
、
共
同
訴
訟
人
ら
は
上
告
審
で
自
ら
控
訴
審

に
お
け
る
自
分
等
の
訴
訟
行
爲
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は
訴
訟
輕
濟
上
並
び

に
訴
訟
信
義
上
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
委
任
状
中
に
死
者
の
名
義
が
記
入
さ
れ

て
い
て
も
結
論
を
異
に
し
な
い
。
本
訴
は
上
告
人
ス
エ
ノ
等
と
上
告
人
角
造
と

の
間
に
合
一
に
の
み
確
定
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
訴
訟
で
は
な
い
か
ら
、
ミ

サ
コ
の
死
亡
に
よ
る
訴
訟
手
績
の
中
臨
の
効
力
は
角
造
に
及
ば
な
い
。
よ
つ
て

角
造
に
關
す
る
限
り
上
告
は
理
由
が
な
い
。

　
上
告
理
由
第
二
黙
に
つ
い
て
。
論
旨
は
原
審
の
專
権
に
麗
す
る
謹
擦
の
取
捨

到
断
及
び
こ
れ
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
自
由
な
事
實
認
定
を
非
難
す
る
だ
け
の

も
の
で
、
結
局
一
最
高
裁
到
所
に
お
け
る
民
事
上
告
事
件
の
審
判
の
特
例
に
關

す
る
法
律
」
一
號
な
い
し
三
號
の
い
ず
れ
に
も
該
當
せ
ず
、
叉
同
法
に
い
わ
ゆ

る
一
法
律
の
解
繹
に
關
す
る
重
要
な
主
張
を
含
む
」
も
の
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。

　
よ
つ
て
民
訴
三
九
六
條
、
三
八
四
條
一
項
、
九
五
條
、
八
九
條
、
九
三
條
に

從
い
、
裁
到
官
全
員
の
一
致
で
、
上
告
棄
却
。

【
批
評
】
　
到
旨
に
反
封
。

一
、
本
件
到
決
は
本
件
を
輩
に
必
要
的
共
同
訴
訟
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
（
八
五
三
）

必
要



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

的
共
同
訴
訟
が
固
有
か
類
似
か
明
確
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
類
似
必
要
的

共
同
訴
訟
に
あ
つ
て
は
死
亡
せ
る
共
同
訴
訟
人
の
相
績
人
が
受
纏
申
立
を
な
さ

ぬ
が
故
に
當
事
者
適
格
を
敏
き
擦
訴
が
不
適
法
と
し
て
却
下
せ
ら
る
べ
き
や
否

や
は
元
來
問
題
と
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
本
剣
決
は
そ
れ
を
間
題
と
し
て
取

上
げ
て
い
る
が
故
に
本
件
を
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
考
え
て
い
る
も
の
と
み

て
よ
い
。

　
二
、
先
ず
問
題
と
な
る
の
は
本
件
訴
訟
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
か
通
常
の

共
同
訴
訟
で
あ
る
か
と
い
う
黙
で
あ
る
。
分
割
前
の
共
同
相
績
財
産
は
合
有
で

あ
つ
て
、
こ
れ
に
關
す
る
共
同
訴
訟
は
訴
訟
の
能
動
受
動
た
る
と
を
問
わ
ず
固

有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
す
る
の
が
我
國
の
通
説
で
あ
る
。
凋
逸
の
通
説

並
び
に
我
國
で
最
近
彊
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
見
解
に
よ
れ
ば
（
菊
8
曾
ご
霞
堕

一
『
Φ
冒
H
び
目
O
ゲ
●
刈
。
臣
q
自
。
ω
．
“
㎝
図
℃
2
巳
《
一
の
O
冒
｝
］
『
①
げ
目
ご
口
O
冒
博
図
》
‘
油
こ
　
ω
●
“
ω
QO．

三
ヶ
月
・
民
事
訴
訟
法
一
二
八
頁
）
合
有
財
産
に
關
す
る
訴
訟
を
能
動
訴
訟
と

受
動
訴
訟
と
に
わ
け
前
者
の
場
合
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
、
後
者
の
場
合
は

通
常
の
共
同
訴
訟
と
す
る
。
印
ち
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
　
「
受
動
訴
訟
は
各
合

有
者
に
封
し
て
の
み
許
さ
れ
る
。
給
付
訴
訟
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
合
有
財
産
に

つ
き
執
行
を
な
す
場
合
、
総
て
の
合
有
者
に
封
す
る
債
務
名
義
が
成
程
必
要
と

さ
れ
る
け
れ
ど
、
統
一
的
な
貸
務
名
義
を
必
要
と
せ
ず
、
各
合
有
者
に
封
す
る

各
別
の
債
務
名
義
が
存
在
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
い
え

ば
、
確
認
訴
訟
は
確
認
の
利
盆
を
具
備
す
る
合
有
者
に
封
し
て
の
み
許
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
　
（
八
五
四
）

に
す
ぎ
な
い
」
の
で
あ
る
。
小
山
教
授
も
、
本
件
の
場
合
、
原
告
は
被
告
等
全

員
に
封
し
移
韓
登
記
請
求
の
訴
で
勝
訴
せ
ね
ば
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
は
あ
る
が
、
被
告
等
全
員
を
共
同
被
告
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
如
ぎ
關
係

は
な
く
、
被
告
人
等
の
所
有
灌
移
曹
登
記
義
務
は
、
被
告
人
等
が
各
別
猫
立
に

負
う
も
の
で
あ
る
。
更
に
確
定
到
決
で
被
告
人
等
の
う
ち
一
人
が
相
績
人
と
し

て
負
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
も
、
そ
の
到
決
の
効
力
は
當
然
他
に
及
ぶ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
か
ぢ
、
本
件
は
通
常
の
共
同
訴
訟
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
が
（
鋤
伽
抵

渉
講
畦
講
則
）
、
こ
れ
と
同
じ
趣
旨
虜
る
恵
う
．

　
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
は
元
來
訴
に
よ
り
主
張
せ
ら
れ
た
灌
利
が
絡
て
の
共

同
訴
訟
人
に
共
通
に
臨
驕
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
成
立
す
る
。
固
有
必
要
的

共
同
訴
訟
に
お
い
て
絡
て
の
共
同
訴
訟
人
が
彼
等
に
共
通
の
灌
利
を
主
張
す
る

の
で
あ
る
。
聰
て
の
共
同
訴
訟
人
に
共
通
に
齢
驕
す
る
灌
利
な
る
が
故
に
合
一

確
定
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
共
同
訴
訟
人
の
請
求
の
軍
複

は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
つ
き
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
（
通
説
に
よ
れ
ば
固

有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
場
合
請
求
は
一
個
で
あ
る
、
小
山
・
必
要
的
共
同
訴
訟
、

民
訴
法
講
座
一
巻
二
五
八
頁
、
集
子
、
禮
系
三
八
四
頁
、
本
丈
と
同
旨
国
8
Φ
昌
－

ぴ
①
目
一
呪
℃
　
一
『
①
ザ
同
び
9
0
げ
。
刈
卜
‘
ゆ
●
“
㎝
O
旧
　
ω
O
冒
＜
『
騨
ご
｝
】
∪
一
Φ
＜
O
目
帥
O
の
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①
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＆
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Φ
9
ω
』
誤
｝
三
ヶ
月
・
前
掲
書
一
二
七
頁
等
）
し
、
訴
訟
法
律
關
係
が
各

人
毎
に
成
立
す
る
と
み
て
も
差
支
え
は
な
い
。
印
ち
三
ケ
月
教
授
の
主
張
さ
れ



る
如
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
に
つ
ぎ
本
案
到
決
の
要
件
と
し
て
全
員
が
當
事
者
と

な
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
通
読
は
亦
固
有
必
要
的
共
同
訴

訟
を
訴
訟
追
行
灌
が
合
有
さ
れ
て
い
る
と
み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
考
え
る
必

要
も
な
い
。
從
つ
て
三
ヶ
月
教
授
が
こ
の
馳
で
通
読
の
読
明
を
「
比
喩
的
表
現

で
あ
つ
て
、
軍
猫
で
は
訴
訟
行
爲
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
輩
猫

で
も
訴
訟
行
爲
は
で
き
る
が
、
合
一
確
定
の
た
め
に
そ
の
効
果
が
制
約
さ
れ
る

か
、
叉
は
そ
の
行
爲
の
結
果
他
の
者
だ
け
で
は
當
事
者
適
格
を
敏
く
に
至
る
か

ら
訴
が
不
適
法
と
な
る
こ
と
を
冤
れ
ぬ
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る
」
と
さ
れ
る

黙
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
け
る
合
一
確
定
の
必
要

は
、
そ
の
封
象
た
る
實
膣
構
が
共
同
訴
訟
人
の
絡
て
に
共
通
に
蹄
麗
す
る
と
い

う
實
艦
法
上
の
原
因
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
灌
利
が
共
同
訴
訟
人
の
総
て
に
共

通
に
の
み
麟
属
す
る
と
い
う
こ
と
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
要
件
で
あ
る
。

類
似
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
關
係
が
な
い
。
類
似
必
要
的
共

同
訴
訟
に
お
け
る
合
一
確
定
の
必
要
は
訴
訟
物
た
る
實
膣
關
係
の
特
質
か
ら
く

る
の
で
あ
つ
て
、
訴
訟
物
た
る
實
髄
灌
が
共
同
訴
訟
人
に
共
通
に
の
み
蹄
属
す

る
こ
と
に
因
る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
會
祉
關
係
訴
訟
（
會
杜
合
併
無
効
の
訴
、

會
杜
設
立
無
効
の
訴
、
會
杜
設
立
取
消
の
訴
、
株
主
総
會
決
議
取
消
の
訴
、
株

主
総
會
決
議
無
効
確
認
の
訴
、
株
主
総
會
決
議
攣
更
の
訴
等
）
が
類
似
必
要
的

共
同
訴
訟
と
し
て
、
合
一
確
定
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
封
象
た
る
法
律

關
係
が
團
匿
に
關
す
る
と
い
う
特
質
を
も
つ
か
ら
で
あ
つ
て
、
訴
訟
物
（
無
効
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主
張
椹
、
取
消
請
求
椹
等
）
が
共
同
訴
訟
人
に
共
通
に
蹄
麗
す
る
こ
と
に
因
る

の
で
は
な
い
。
訴
訟
物
た
る
権
利
は
各
共
同
訴
訟
人
に
各
別
に
蹄
属
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
合
有
財
産
に
關
す
る
訴
訟
が
固
有
必
要
的
共
同

訴
訟
と
し
て
合
一
確
定
の
必
要
が
あ
る
の
は
、
專
ら
當
該
合
有
財
産
が
共
同
訴

訟
人
に
共
通
に
臨
驕
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
。
此
庭
に
類
似
必
要
的
共
同
訴

訟
に
お
い
て
共
同
訴
訟
人
が
輩
濁
て
當
事
者
適
格
を
も
ち
う
る
の
に
反
し
、
固

有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
あ
つ
て
は
共
同
訴
訟
人
が
全
員
揃
つ
て
始
め
て
當
事
者

適
格
を
も
ち
う
る
理
由
が
あ
る
。
以
上
の
如
き
次
第
で
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟

が
受
動
的
で
あ
る
か
能
動
的
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。

　
假
り
に
爾
者
を
厘
別
し
て
、
合
有
財
産
に
關
す
る
能
動
訴
訟
の
み
が
固
有
必

要
的
共
同
訴
訟
で
あ
り
、
受
動
訴
訟
は
通
常
の
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
し
よ
う
。

合
有
者
の
う
ち
の
一
人
が
原
告
の
講
求
を
雫
わ
な
い
が
故
に
こ
の
者
と
の
關
係

で
訴
が
確
認
の
利
盆
を
敏
く
と
し
よ
う
。
通
常
の
共
同
訴
訟
で
あ
れ
ば
勿
論
雫

わ
ぬ
も
の
を
も
含
め
て
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
雫
う
者

と
の
間
で
確
定
到
決
が
あ
つ
た
後
、
雫
わ
な
か
つ
た
者
と
の
間
で
改
め
て
同
一

灌
利
關
係
に
つ
き
法
的
紛
雫
が
生
じ
た
場
合
、
二
つ
の
到
決
は
相
矛
盾
す
ろ
こ

と
が
あ
り
う
る
。
こ
れ
は
紛
雫
の
封
象
た
る
法
律
關
係
の
性
質
上
認
め
ら
れ
え

な
い
の
で
あ
る
。
通
常
の
場
合
は
雫
わ
ぬ
者
に
封
す
る
訴
が
訴
の
利
盆
を
敏
く

こ
と
當
然
で
あ
る
が
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
あ
つ
て
は
、
法
律
關
係
の
合

一
確
定
と
い
う
要
講
が
優
先
し
、
從
つ
て
合
有
者
の
5
ち
の
一
人
が
當
該
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
　
　
（
八
五
五
）
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關
係
を
璽
わ
な
い
場
合
で
も
こ
の
者
に
つ
き
訴
の
利
盆
は
存
す
る
も
の
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
本
件
に
お
い
て
は
、
分
割
前
の
共
同
相
績
財
産
が
問
題
と
な

つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
故
に
、
本
件
に
お
け
る
如
く
被
告
側
が
共
同
相
績
人
で

あ
つ
て
も
、
こ
れ
ら
共
同
相
績
人
を
被
告
と
す
る
訴
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
黙
に
關
す
る
到
決
理
由
及
び
上
告
理
由

は
正
當
で
あ
る
。
以
下
本
件
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
議
論
す
る
。

　
三
、
判
決
理
由
が
一
訴
訟
手
績
が
必
要
的
共
同
訴
訟
人
の
一
人
の
死
亡
に
よ

り
中
断
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
中
断
中
に
他
の
共
同
訴
訟
人
に
よ
り
な
さ
れ
た

控
訴
申
立
そ
の
他
の
訴
訟
行
爲
は
無
効
で
あ
る
」
と
い
つ
て
い
る
馳
は
正
當
で

あ
る
（
關
撫
轄
↓
哨
距
耐
）
。
し
か
し
一
右
死
亡
者
に
つ
い
て
受
纏
手
績
を
な
す
べ

き
者
が
他
の
共
同
訴
訟
人
中
に
あ
り
な
が
ら
何
ら
受
縷
に
つ
い
て
の
手
績
を

と
ら
な
い
ま
ま
に
擦
訴
申
立
を
始
め
擦
訴
審
に
お
け
る
一
切
の
訴
訟
行
爲
を
な

し
た
場
合
に
、
共
同
訴
訟
人
ら
は
上
告
審
で
自
ら
擦
訴
審
に
お
け
る
自
分
等
の

訴
訟
行
爲
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は
訴
訟
輕
濟
上
か
ら
も
ま
た
訴
訟
信
義
の

上
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
馳
は
一
般
理
論
と
し
て
は
正
當
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
本
件
の
場
合
は
こ
れ
に
該
當
し
な
い
か
ら
、
こ
の
様
に
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
理
論
と
し
て
正
當
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
考

え
る
こ
と
は
中
漸
中
の
裁
判
所
並
び
に
當
事
者
の
訴
訟
行
爲
は
無
効
で
は
あ
る

が
、
中
断
原
因
の
生
じ
た
當
事
者
の
相
手
方
が
異
議
を
主
張
せ
ず
訴
訟
行
爲
を
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八
五
六
）

な
し
た
場
合
責
問
灌
の
喪
失
乃
至
は
放
棄
に
よ
り
、
そ
の
理
疵
は
治
癒
さ
れ
る

こ
と
（
歎
糊
畑
P
押
動
一
一
舳
恥
誠
外
判
即
蝦
諜
断
轍
囎
卜
酌
恨
則
頁
）
と
均
衡
を
保
つ
か
ら

で
あ
る
。
本
件
は
こ
の
一
般
理
論
が
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
な
い
と
い
う
の

は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
ミ
サ
コ
の
相
績
人
ス
エ
ノ
は
ミ
サ
コ
の
相
績
人
と
し

て
受
纏
手
績
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
他
の
共
同
訴
訟
人
で
あ
り
な
が
ら
、
何

ら
受
纏
に
つ
い
て
の
手
績
を
と
ら
な
い
ま
ま
控
訴
申
立
を
始
め
控
訴
審
に
お
け

る
一
切
の
訴
訟
行
爲
を
し
た
か
ら
、
、
・
・
サ
コ
に
つ
き
こ
の
一
般
理
論
を
適
用
す

る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
・
・
サ
コ
の
相
績
人
繁
夫
は
受
纏
手
績
を
し
て

い
な
い
。
こ
こ
に
本
件
到
決
の
一
般
理
論
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
理
由
が
あ
る
。
繁
夫
が
控
訴
を
し
な
い
以
上
本
件
控
訴
は
中
断
中
の
訴
訟
行

爲
と
し
て
無
効
で
あ
る
。
　
「
無
効
の
控
訴
を
自
ら
し
た
以
上
そ
の
無
効
を
自
ら

自
己
の
利
盆
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
（
繭
評
葡
醐
批
）
こ
と
は

で
き
な
い
。
蓋
し
無
効
の
主
張
が
も
つ
ぱ
ら
被
告
等
自
身
の
利
盆
に
の
み
關
す

る
な
ら
ば
と
に
か
く
、
本
件
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
訴

訟
物
た
る
灌
利
關
係
の
合
一
確
定
の
必
要
、
そ
れ
と
の
關
係
で
當
事
者
適
格
の

問
題
等
、
公
盆
に
關
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
當
事
者
適
格
の
間
題
に
し
て
も

中
漸
中
の
行
爲
と
し
て
の
擦
訴
の
無
効
性
の
問
題
に
し
て
も
職
権
調
査
事
項
で

あ
つ
て
、
そ
れ
ら
に
つ
き
毅
疵
が
あ
り
、
且
つ
治
癒
さ
れ
て
い
な
い
以
上
は
擦

訴
は
不
適
法
と
し
て
却
下
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
に
拘
ら
ず
、
擦
訴
裁
到

所
は
本
案
に
つ
き
裁
到
を
し
た
。
上
告
も
亦
共
同
訴
訟
人
た
る
べ
き
者
全
員
に



よ
つ
て
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
場
合
上
告
は
、
小
山
教
授
の
指
摘
せ
ら
る

る
如
く
（
饗
鵠
批
）
當
薯
適
格
馨
あ
が
こ
れ
を
奢
と
髭
到
婆

封
し
て
そ
の
蓮
法
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
適
法
で
あ
り
、
上
告
審
は
、

控
訴
審
到
決
を
破
棄
し
自
ら
擦
訴
を
不
適
法
と
し
て
却
下
す
べ
き
で
あ
つ
た
。

　
四
、
そ
れ
で
は
、
最
高
裁
到
所
の
上
告
棄
却
到
決
に
よ
り
確
定
せ
る
控
訴
審

到
決
、
更
に
そ
れ
に
よ
り
確
定
し
た
第
｝
審
到
決
の
効
力
奈
何
。
再
審
の
訴
が

許
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
成
立
ち
う
る
。
訴
外
繁
夫
は
勿
論
、
被
告
ス
エ
ノ

等
は
當
事
者
適
格
の
欠
敏
を
理
由
に
民
訴
法
四
二
〇
條
四
號
の
準
用
に
よ
り
再

審
の
訴
を
提
起
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
被
告
ス
エ
ノ
等

は
適
法
に
代
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
再
審
事
由
に
あ
た
ら
な
い

と
す
る
の
が
正
當
で
あ
る
。
被
告
ス
エ
ノ
等
は
再
審
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
小
山
教
授
は
本
到
決
の
効
力
に
つ
き
次
の

如
く
問
題
を
提
起
さ
れ
て
い
る
。
　
「
誤
つ
て
當
事
者
適
格
が
な
い
者
に
封
し
て

本
案
の
裁
判
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
確
定
し
て
も
訴
訟
に
關
與
し
な
か
つ
た

正
當
な
當
事
者
に
封
し
て
全
く
効
力
が
な
く
、
ま
た
現
に
訴
訟
に
關
與
し
た
適

格
な
き
當
事
者
に
封
し
て
も
本
案
に
關
す
る
限
り
効
力
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
本
件
で
は
、
繁
夫
が
共
同
す
れ
ば
営
事
者
適
格
を
も
ち
え
た
で
あ
ろ
う
と

こ
ろ
の
ス
ェ
ノ
等
が
繁
夫
が
共
同
し
て
い
な
い
売
め
に
適
格
が
な
い
場
合
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
少
な
く
と
も
形
式
論
理
的
に
は
、
ス
エ
ノ
等
だ

け
で
は
適
格
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
原
裁
到
は
ス
エ
ノ
等
に
封
し
て
も
繁
夫
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に
封
し
て
も
効
力
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
無
効
の
裁
到
の

確
定
に
よ
り
第
…
審
到
決
が
確
定
す
る
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
問

題
が
多
く
残
る
と
思
わ
れ
る
」
と
（
繭
咄
…
揃
醐
批
）
。
本
件
に
お
い
て
訴
訟
物
た

る
構
利
關
係
の
主
艦
叉
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
が
當
該
灌
利
關
係
に
關
す
る
訴
訟

の
當
事
者
に
な
つ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
繁
夫
が
共
同
す
れ
ぱ
當

事
者
適
格
を
も
ち
え
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
ス
エ
ノ
等
が
繁
夫
が
共
同
し
な
い

た
め
に
適
格
を
敏
く
の
で
あ
り
、
爾
者
は
等
し
く
當
事
者
適
格
を
敏
く
ケ
ー
ス

で
あ
る
と
は
い
え
、
若
干
事
情
を
異
に
す
る
。
從
つ
て
形
式
論
理
的
に
、
ス
エ

ノ
等
だ
け
で
は
適
格
が
な
い
故
に
原
裁
到
は
ス
エ
ノ
等
に
封
し
て
も
繁
夫
に
封

し
て
も
効
力
が
な
い
、
と
云
つ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
む
し
ろ
ス
エ
ノ
等
に
封
し
て
到
決
は
完
全
に
効
力
を
有
し
、
繁
夫
に
封

し
て
は
類
似
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
け
る
と
同
様
既
到
力
の
機
張
が
認
め
ら
れ

る
、
と
考
え
る
飴
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
　
川
　
　
明
）

七
七

（
八
五
七
）


